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商業出版物と異なり、販売ルートが確立していない。そのため、日本国内に取扱い書店が存在する中国と韓国の統計資料以外は、図書館の収集担当者が現地の統計局に直接コンタクトを取る方法を主軸にして、収集している。これ 加え、図書館職員が資料収集 目的として海外 張したり、海外赴任中または現地調査のため海外出張に出かけ 研究者に、統計資料を含む現地資料の収集を依頼したりもしている。人口センサスなど、重要な統計資料が、現地で在庫切れとなり、入手不能な場合には、国内外の大学図書館や、現地の統計局の図書館に依頼して全文複写を入手したり、古い時代の統計資料のマイクロ複製資料を書店から購 たりもしてき 。以上 よう 努力の結果、アジ研図書館が所蔵する人口センサス・コレクションは、高い網羅性を有している。本稿ではこ なかから、中華人民共和国、イ ドミャンマー、イラン、メキシコの五カ国を選び、その収集状況について報告する。　
中華人民共和国――今でこそ、中
国は多種多様な統計資料 大量に出



































































存されている英国のインド統治時代に実施されたセンサスの複製資料である。このマイクロ資料から、植民地政府 よるセンサス調査が、英国直轄領だけでなく、藩王国にも及び例外地区はあるものの、ほぼ定期的に実施されていたことが窺える。今日のインドの統計システムは 英領インド帝国時代に築かれた統計行政の正の遺産を受け継いでい といえよう。　
インドの人口センサスの特長は、









諸言語に関する言語学的調査報告書Linguistic survey of India 、特定の県
に所在する寺院に関する報告書
Cen-










う地域研究者にとって得 たい情報源となることはいうまでもない。一九世紀に実施されたセンサスを含む資料の網羅的収集、そして、内務省が刊行するセンサス資料に留まらない関連 包括 の裏には南アジア地域の出版流通・書店・古書店事情に精通し、インドの地方まで広く足を伸ばして精力的な資料収集活動を行ったアジ研図書館員の存在があった。　
ミャンマー――手堅い統計行政が














First Stage Census 1953 Vol. 
Population and housing
も所蔵して
いる。さらに、ビルマが英領インド帝国の一州であった時代に実施されたセンサスについては、先述のCensus of India のマイクロ資料に収
録されている第一次（一八七二年）から第七次（一九三 年）の調査結果のなかで報告されている。改めてこのマイクロ資料の資料価値の高さが再認識される。　
イラン――イランは、当館では、
インドに次ぎ人口センサス資料の所蔵点数が多い国となっている。これまでイラ では、第一次一三三五年（イラン暦、以下同じ） （一九五六年） 、第二次一三四五年（ 九六六
アジ研ワールド・トレンド No.238（2015. 8）　　46




distribution of the inhabitants for 

















れてい 。この 検索結果から、ペルシャ語の人口センサスを所蔵する図書館が当館以外にほとんど存在しないことがわかる。この貴重なコレクションの形成は、イラン研究者と図書館職員の長年 連携の賜物といえよう。　
メキシコ――最後に、ラテンアメ
リカ地域 大国メキシ の事例に触れ、筆を置きたい。メキシ の統計行政の系譜は一六世紀のスペイン植民地時代まで遡り、メキシコ初の人口センサスはスペインから独立（一八二一年）後、一八三一年に実施されており、同国はインドに勝るとも劣らないセンサス事業 長い歴史を
誇っている。メキシコの第一次人口住宅センサス
Censo general de la 
República M
exicana : verificado el 
20 de octubre de 1895 は、一八九五
年に実施され、その後一九○○年から今年まで一〇年に一度、定期的に実施されてきた。さらに一九九○年以降は、急速な社会人口学的変化に対応するため、センサスよりも簡易なアンケート調査を情報源とする人口・住宅調査







Censo de población, 1940 まで、初
期のセンサスはアメリカ議会図書館（Library of Congress ）所蔵資料を複
製したマイクロフィルムをおり、それ以降のセンサス ついては冊子体ま はＣＤ
- ＲＯＭの形態
で所蔵している。当館が 一三次人口センサス資料を所蔵していない理由は、メキシコの国立統計地理情報院がこの の集計結果をウェブサイト上で州・市レベル で全公開する方針を打ち出し、冊子体やＣＤ
- ＲＯＭの刊行を中止したからで
ある。同院は、経済情報バンク（Banco de Inform
ación Económ
ica ）
をウェブサイト上で提供しているほか、これまで実施してきたすべての
回次の人口センサス資料を遡及的に電子化し、公開している。この政府統計情報のオープンアクセス化は、過去のセンサス結果に留まらず、他の統計調査結果にも及び、最新版のほか、 分の公開も進んでいる。　
この統計情報のオープンアクセス
化はメキシコ以外に、ブラジルの地理統計院でも推進されており、当館が所蔵する統計資料の多くが、両機関のウェブサイト上で閲覧可能になっている。これまで、送金トラブル統計局の担当者との音信不通など、書店との取引では考えられないような問題に悩まされながら、統計資料を収集してきた身としては、いささか複雑 思いもある。しかし、世界各国の政府が提供する公式統計のオープンデータ化が、研究情報資源の飛躍的な拡充につ がることはいうまでもない。願わくは、世界各国の統計局が、自国で実施されたすべての統計調査結果を公開し、利用者のアクセスの利便性を考慮した形式で提供する時代が早く到来することを祈りたい。その日が来るまで、図書館は冊子体やＣＤ
- ＲＯＭの統計資
料の収集とインターネット上の情報資源の利活用をハイブリッド感覚で担っていくことになろう。（むらい
　
ともこ／アジア経済研究
書
　
図書館研究情報整備課長）
